
この号がお手元に届く頃は，科研費申請書に追

われて皆様大わらわと言うところでしょうか．そ

れとも，申請書を提出し終わって，来年こそ（来

年も？）○百万円はくるだろうとなどと皮算用し

ている頃でしょうか．本号には，来年の生理学会

の参加申込書がついておりますので，大切にお取

り扱いください．

さて本号のVisionには，生理学研究所名誉教

授であられる山岸先生が寄稿してくださいまし

た．生理学研究所設立当時のお話からは，生理学

にかける情熱がひしひしと伝わってきます．私は

生理学者として，今の時代に何が出来るのかしら

と，ふと考えてしまいました．生理学雑誌編集委

員の一員として，少しでも生理学会員相互の連携

を深めるお手伝いが出来ればと思います．

ところで，奥村先生がAfternoon Teaのなかで，

鳥の歌行動の研究を例に挙げて至近要因と究極要

因の研究とは何かを説明しておられます．電気生

理学的研究アプローチはいわゆる至近要因の研究

であるとのことです．私は，恩師に「生理学では

Why を考えてはいけない．生理学とは，How

dose it work? What is it doing? を追求し明ら

かにするものである．」と言われ，未熟な私は

「Whyを考える方がよっぽどおもしろいのに」と

思ったことを思い出しました．教育とは恐ろしい

もので，気がつけば今ではすっかりHowとWhat

を追求しており，恩師と同じようなことを言って

います．

しかし今でも，「なぜそうなっているのか」と

いう究極要因を研究することにあこがれを持って

います．今の私の研究は確かに「脳の神経回路ど

うなっているのか．」ですが，いつかそれを超え

て，「なぜ神経回路はこのようになっているのか．」

という問いに対する答えを生理学者として出して

みたいと思います．

（関野祐子）
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